
ジョブ・カード制度見直しについて

ＯＪＴによる
実践的職業
能力開発

外部労働市場
での職業能力
証明のツール

＊キャリア・コンサル
ティングと職業能力

評価を記載

・ＯＪＴによる
能力開発は
重要

・企業助成は
同種予算と
整理統合

仕分け結果

・実践的な職業能力開発の
メニューの拡大
・雇用保険の対象にならない者に対する
基金訓練
・大学・専門学校等のプログラム等

・ＯＪＴ等付き訓練として
一般の職業訓練助成に整理統合

・企業に対しては、採用面接での活
用促進

・求職者に対しては、国（労働局）が
中心となって、ハローワーク等の
様々な機関でジョブ・カードを普及

・カード様式は、実践キャリア・アップ制度
の検討等を踏まえて見直し

実践キャリア・アップ
制度

･職業能力証明の
ツールとしてジョ
ブ・カードを活用

目標：300万人

･成長分野における
実践的な職業能
力評価基準と育成
プログラムの策定

・エントリーレベルから
トッププロまでの
キャリア・アップ

H23度所要見込額（見直さない場合）：201億円
→ H23度要求額： 53億円

企業、求職者
に共に役立つ

仕組み（インフラ）

とすべき

仕分け結果

※ 予算については、財務省と調整中。

ジョブ・カードセンターは企業向け支援に特化
H22度：26億円→Ｈ23度要求額：23億円（▲3億円）
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